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聞き手：御社の歴史と概要について教えていただけま
すか。

市来社長：当社は、1981（昭和56）年3月に創業し、生
産設備設計・製造のスペシャリストとして、主に自動車の
車体ボディーを溶接するラインをオーダーメイドで設計、
製作しています。同時に産業用生産設備の自動化、省
力化、効率化を提案しています。これまで多種多彩な自
動化技術に磨きをかけ､独自のノウハウを蓄積してきまし
た。手掛けてきた自動化機械や装置は､専用組付治具
から溶接ライン､部品アッセンブリング装置､組付プラント
など幅広く､世界有数の自動車メーカーを中心に多くの
生産工場で使用されています。また、グループ会社とし
ては、当社の他に国内に2社、海外に3社があります。

聞き手：御社にとっての転換期は。

市来社長：2008年のリーマン・ショックです。当社ではそ
の翌年から影響が出始め、2010年には、売上がリーマ
ン・ショック前の半分にまで落ち込みました。同業者の倒
産や廃業が相次ぐ中で、仕事が少なくても利益を生み
出さないといけない状況でした。社員の雇用を維持しつ
つ、各工程の時間管理を徹底しながら、コストダウンを図
りました。その成果もあり、黒字化に成功し、自信につな
がりました。また、売上の比率も、以前は国内が7割、海
外が3割でしたが、リーマン・ショック後は逆転しました。
取引先である日本の大手自動車メーカーの製造工場の
海外シフトが鮮明になったのをきっかけに、海外での受
注拡大とコスト競争力の強化を目指して、2011年に中
国の上海、韓国の安山市、アメリカのオハイオ州に会社
を設立しました。現在は、マレーシアやインドネシア、タイ、

インド、アメリカなどにも社員が出張しています。

聞き手：社長に就任されて1年を迎えられましたが、これ
まで取り組まれてきたことはいかがですか。

市来社長：1991年に26歳で入社し、製造の現場で主
に電気分野を担当してきました。製造部部長、執行役員
、取締役を経て、2017年2月に代表取締役になりました。
まず取り組んだことは、経営理念を見つめ直し、経営ビ
ジョンを考え、中期経営計画を策定したことです。人材
確保や設備投資といった経営課題を打ち出すと同時に
、収益目標を掲げ、具体的な数字を書き入れました。また
、今年は決起大会も初めて開催しました。経営理念を唱
和し、各部門の目標を発表しました。従業員と同じ方向
を見ながら進んでいくことを確認できました。

聞き手：社是にある『鴻鵠勇往（こうこくゆうおう）』という
言葉にも、いろいろな思いが込められているように感じま
すが、いかがですか。

市来社長：鴻鵠は大人物、英雄を、勇往は勇んで目的
や前途に進むことを意味しています｡『鴻鵠勇往』を柱
に､常に最新の技術にチャレンジし､情熱と真心を組み
込んだ商品づくりを心掛け、お客様に確かな満足を得ら
れるように努めています。

聞き手：社員の採用状況はいかがですか。

市来社長：弊社の平均年齢は38歳で、20歳代後半か
ら30歳代前半にかけて多くいます。一方、35歳から45歳
の層が少なく、中間管理職がいない状況で、危惧してい
るところです。採用では、増員計画も進めており、昨年8
名が中途で入社したほか、新卒では今年は2名が入社
し、来年度は2名の内定を出しています。製造業はまさに
人が大切です。人材を確保していかないといけないの
で、地道に採用活動を続けていますが、労働力人口が
年々、深刻化してきている状況を考えると外国人労働者
の雇用やAIやIoT導入した自動化を検討する必要が
あると思っています。

聞き手：社員教育では、社員の専門性をどのように高め
られていますか。

市来社長：メインはOJTです。今後は、以前まで行って
いた部署のローテーションを行い、人材教育を進めてい
きたいと考えています。弊社は提案型企業であり、お客
様に頼りにされることで、差別化を図っています。製造業
でありながら、サービス業でもあると言えます。品質やコ
スト、納期、技術などでお客様の要求を越えたサービス
を提供できるように努めています。

聞き手：カイゼンの提案は、どのようにされていますか。

市来社長：当社の仕事はお客様の仕様書を基にスター
トしますが、お客様の要望に合ったものを形にしていきま
す。できるだけお客さんの理想とするものを聞き出し、作
り上げるようにしており、スキルが試されるところです。

聞き手：福利厚生はいかがですか。

市来社長：年に1回、1泊2日の社員旅行をしています。
これまでに、沖縄や北海道、神戸などに行き、昨年は金
沢に行きました。出張と重なって参加できない社員もいま
すが、親睦を深める機会にしています。

聞き手：現在の自動車業界における電気自動車（EV）
の普及など、変革の影響はありますか。

市来社長：自動車業界は、100年に一度の大変革と言
われていますが、EVになると、部品点数が3分の1に減
少すると言われています。一方で、弊社の生産設備によ
り生産される車のボディーもバッテリーの寿命を延ばす
為に車体自体の軽量化も進んで、鉄からアルミや樹脂、
炭素繊維複合材が使われるようになってきます。そうす
ると、以前は鉄と鉄を溶接していたものが、鉄とアルミ、
鉄と炭素繊維複合材など、異種材料の接合になります。
接合方法が変わることで、設備の形態も変わっていくこ
とが予想され、対応を検討していかないといけないと思
っています。

聞き手：今後の展望をどのようにお考えですか。

市来社長：現在100%が自動車関係の事業ですが、自
動車から離れたもうひとつの柱を考えていかないといけ
ないと思っています。また、日本の車の生産台数は950
万台と横ばいで、その半数は輸出です。日本の市場は
減少していきますが、中国やインドといった新興国は伸
びていて、特に中国に続く人口大国であるインドは2017
年に新車販売台数が世界第4位になったこともあって、
今後も更なる成長性が期待できる市場で、大きな魅力を
感じています。新興国での仕事を受注し、売上拡大に
つなげていきたいと考えています。

聞き手：本日は貴重なお話をありがとうございました。

●住　　所： 各務原市テクノプラザ2丁目15番地
●Ｔ Ｅ Ｌ： 058－379－0088
●Ｆ Ａ Ｘ： 058－379－0087
●Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.kec-corp.jp/index.html
●事業内容：自動車及び各種産業用自動化設備
●従業員数：65人

生産設備設計・製造のスペシャリスト

株式会社 ケーイーシー
代表取締役社長

～産業用生産設備の自動化、省力化、効率化を提案～

車体ボディーの溶接ラインを
オーダーメイド

新興国で受注拡大
売上向上を目指す

中期経営計画を策定
決起大会を初開催

製造業でありながらサービス業 聞き手

▲ 社屋外観 ▲ 製品例：自動車の車体溶接ライン

（一社）岐阜県経営者協会　広報部会委員
天龍ホールディングス㈱

人事総務部長 轟 緑 氏

市 来  浩 氏
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【平成29年度　岐阜労働局における各種の相談状況】

資料出所：厚生労働省「平成29年度雇用均等基本調査（速報）」

　平成 2 9 年度における育児休 業取得 状況は、女性
83.2％（前年度比1.4ポイント増）、男性5.14％（同1.98ポ
イント増）となり、ともに増加となった。

労働行政レーダー
ヘッドライン

【県内監督指導の状況
　労働時間の違反率過去5年で最低】
　岐阜労働局は、平成29年に県内の事業場に対して７つ
の労働基準監督署が実施した立ち入り調査等の結果を
取りまとめた。
　平成29年は県内2,459事業場に対して監督指導を実施
し、このうち、1,751事業場で法令違反を確認した。違反率
は71.2％で、過去5年間ほぼ横ばいとなっており、全国の
違反率と同水準となっている。

経済産業省が「平成29年度ものづくり基盤技術
の振興施策」をとりまとめる

資料出所：経済産業省「平成29年版ものづくり基盤技術の振興施策
（ものづくり白書）をとりまとめました」

　政府がものづくり基盤技術の振興に関して講じた施
策に関する報告書。人手不足下での生産性向上に向け、
現場力再構築や品質保証体制強化のための経営力の
重要性や価値創出に向けたConnected Industriesの
推進の重要性について論じている。

労働生産性が高い企業
人材育成・能力開発方針が社内に浸透

資料出所：独立行政法人労働政策研究・研修機構「ものづくり産業における労働生産性向上に
向けた人材育成と能力開発に関する調査」

自社の労働生産性が3年前と比べて「向上した」企業は
13.8％で、「やや向上した」は42.7％。労働生産性が高い
と認識している企業の方が低いと認識している企業より
も、人材育成・能力開発の方針が浸透していると回答し
た企業割合が大幅に高くなった。

平成29年の人口　自然増減数が過去最大の減少幅

資料出所：厚生労働省「平成29年（2017）人口動態統計月報年計」

　出生数は946,060人（対前年30,918人減）、死亡数は
1,340,433人（同32,685人増）で自然増減数は394,373人
減（同63,603人減）となった。

 平成29年の賃金・労働時間・雇用状況

資料出所：厚生労働省「毎月勤労勤労統計調査 平成29年度分結果確報」

　平成29年における現金給与の総額は0.7％増、総実労働
時間は0.2％減（所定内0.4％減、所定外0.4％増）となった。
常用雇用は一般労働者2.4％増、パートタイム労働者2.7％
増とともに増加となっている。

資料出所：岐阜県「「岐阜県中小企業支援施策利用ガイドブック（30年度版）」を作成しました」

　主に中小企業者の方が中小企業支援策を利用する際
の手引書として、主な施策（県や県の外郭団体が実施し
ているもの）の概要を紹介したものとなっている。

育休取得者の割合　男女とも前年度より増加

岐阜県が「岐阜県中小企業支援施策利用ガイド
ブック（30年度版）」を作成

平成29年度の総合労働相談件数は15,772件（前年度比1,063件減）、個別労働紛争相談件数は4,109件
（同67件増）となった。個別労働紛争における相談内容は「退職勧奨・雇止・内定取消・自己都合退職」が
1,544件でトップ、続いて「いじめ・嫌がらせ」1,353件、労働条件引下げ500件となっている。
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　主な違反事項別では、労働時間が違反率20.6％で最も
高く、続いて安全基準16.5％、割増賃金15.5％、労働条件
の明示12.4％となっている。

過去５ヵ年の主要違反事項の推移

資料出所：岐阜労働局「労働条件などの県内監督指導結果（平成29年）を公表」
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【平成29年度　岐阜労働局における各種の相談状況】

資料出所：厚生労働省「平成29年度雇用均等基本調査（速報）」

　平成 2 9 年度における育児休 業取得 状況は、女性
83.2％（前年度比1.4ポイント増）、男性5.14％（同1.98ポ
イント増）となり、ともに増加となった。

労働行政レーダー
ヘッドライン

【県内監督指導の状況
　労働時間の違反率過去5年で最低】
　岐阜労働局は、平成29年に県内の事業場に対して７つ
の労働基準監督署が実施した立ち入り調査等の結果を
取りまとめた。
　平成29年は県内2,459事業場に対して監督指導を実施
し、このうち、1,751事業場で法令違反を確認した。違反率
は71.2％で、過去5年間ほぼ横ばいとなっており、全国の
違反率と同水準となっている。

経済産業省が「平成29年度ものづくり基盤技術
の振興施策」をとりまとめる

資料出所：経済産業省「平成29年版ものづくり基盤技術の振興施策
（ものづくり白書）をとりまとめました」

　政府がものづくり基盤技術の振興に関して講じた施
策に関する報告書。人手不足下での生産性向上に向け、
現場力再構築や品質保証体制強化のための経営力の
重要性や価値創出に向けたConnected Industriesの
推進の重要性について論じている。

労働生産性が高い企業
人材育成・能力開発方針が社内に浸透

資料出所：独立行政法人労働政策研究・研修機構「ものづくり産業における労働生産性向上に
向けた人材育成と能力開発に関する調査」

自社の労働生産性が3年前と比べて「向上した」企業は
13.8％で、「やや向上した」は42.7％。労働生産性が高い
と認識している企業の方が低いと認識している企業より
も、人材育成・能力開発の方針が浸透していると回答し
た企業割合が大幅に高くなった。

平成29年の人口　自然増減数が過去最大の減少幅

資料出所：厚生労働省「平成29年（2017）人口動態統計月報年計」

　出生数は946,060人（対前年30,918人減）、死亡数は
1,340,433人（同32,685人増）で自然増減数は394,373人
減（同63,603人減）となった。

 平成29年の賃金・労働時間・雇用状況

資料出所：厚生労働省「毎月勤労勤労統計調査 平成29年度分結果確報」
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ているもの）の概要を紹介したものとなっている。
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1,544件でトップ、続いて「いじめ・嫌がらせ」1,353件、労働条件引下げ500件となっている。
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